
災害時における井戸水の供給に関する協定書（案）
災害時における井戸水の供給等に関し、津島市（以下「市」という。）と○○○○（以下「協力者」という。）との間において、次のとおり協定を締結する。
（総則）

第１条　この協定は、災害時等に被災住民等が、洗濯、トイレその他避難生活に使用できる飲料水以外の水（以下「生活用水」という。）を確保できるよう、協力者が災害時協力井戸として、その管理する井戸水を供給する方法等について、必要な事項を定めるものとする。
（協力内容）
第２条　協力者は、災害時等における市からの要請に基づき、可能な限り被災住民等に対して井戸水を供給するものとする。
（井戸の所在）
第３条　協力者が被災住民等に対し、井戸水を供給する井戸は、次に掲げるものとする。

所在地　愛知県津島市○○町○○番地
（要請手続）
第４条　市は、協力者に対して協力を要請する場合は書面にて要請するものとする。ただし、緊急を要する場合その他やむをえない場合は、口頭その他書面によらず要請できることとし、後日速やかに書面を提出するものとする。

（標識）
第５条　市は、協定締結に際し協力者に対して標識を交付し、協力者は、被災住民等における生活用水の円滑な確保を目的に、平時から可能な限り周辺住民が所在地を確認しやすい井戸周辺や敷地出入り口付近に、その標識を設置する。
（情報公開）
第６条　市は、被災住民等における生活用水の円滑な確保を目的に、協力者の同意が得られた場合に限り、災害時協力井戸の所在地等の情報について、平時からホームページなどを活用し広く一般公開するものとする。
（維持管理）
第７条　通常時における井戸の維持管理は、協力者の責任において行うものとする。
（費用負担）
第８条　災害時における井戸水の供給に要する経費は、無償とする。

（報告）
第９条　協力者は、災害時協力井戸の使用を中止した場合等、井戸水の提供ができなくなった場合は、速やかにその旨を市に報告するものとする。
（協定期間）
第10条　本協定の期間は、協定締結の日から当該年度末の３月31日までとする。ただし、期間満了の日から１か月前までに市又は協力者いずれかから、協定解除又は変更の申し出がない限り、１年間延長するものとし、以後もこの例による。
（協議）
第11条　本協定に定めのない事項および本協定に関して疑義が生じた事項については、市及び協力者は、誠実に協議して解決を図る。
この協定締結の証として本書２通を作成し、各自１通を保有する。
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